
土月12 16日



2



3



4



5



6



7



8



9



営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水
　
稲

今
後
の
管
理

ポイント

大
麦・は
だ
か
麦

●
開
催
日
時

　
令
和
５
年
12
月
14
日（
木
）

　
★
1
回
目
　
15
：
00
〜

　
★
2
回
目
　
18
：
00
〜

ご
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
開
催
場
所

斐
川
地
区
本
部
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー

※
新
規
で
作
付
け
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。ま
た
、

５
年
産
つ
や
姫
生
産
者
の
方
も
、
で
き
る
限
り
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※「
つ
や
姫
」生
産
資
材
の
取
り
ま
と
め
も
講
習
会
に
併
せ
て
行
い
ま
す
。

※
当
日
ど
う
し
て
も
ご
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
営
農
第
一
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

大
　
豆

　
５
年
産
大
豆
は
収
穫
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
次
の
２
点
を

参
考
に
適
期
収
穫
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

①
葉
が
落
ち
て
莢
を
振
る
と

『
カ
ラ
カ
ラ
』と
音
が
す
る

（
大
豆
水
分
15
〜
18
％
）。

※
20
%
以
上
の
高
水
分
で
は

つ
ぶ
れ
粒
が
発
生
し
や
す

く
、
14
%
以
下
の
低
水
分

で
は
割
れ
豆
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
、
こ
ぎ
胴
速

度
を
10
%
程
度
落
と
し
、

様
子
を
確
認
し
な
が
ら
収

穫
し
て
下
さ
い
。

②
茎
が
手
で
容
易
に『
ポ
キ
ッ
』

と
折
れ
る
。

※
早
刈
り
は
水
分
が
高
く
乾

燥
調
製
時
に
し
わ
粒
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
避
け

て
く
だ
さ
い
。

※
汚
損
粒
の
原
因
と
な
る
雑

草
・
青
立
ち
が
あ
れ
ば
必

ず
取
り
除
い
て
か
ら
収
穫

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
11
月
１
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
、
荷
受
説
明
会
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

　
11
月
上
旬
か
ら
麦
の
播
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
11
月
20
日
以
降
に
播
種
を
行
う
場
合
、

播
種
量
を
12
㎏
／
10
a
に
し
ま
し
ょ
う
。
左

記
を
参
考
に
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）「
つ
や
姫
」「
き
ぬ
む
す
め
特
別
栽
培
米
」
栽
培
予
定
ほ
場
に
除
草
剤
等

（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
）
を
散
布
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。（
前
作
物
の
収
穫
後
か
ら
農
薬
カ
ウ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

紫斑粒 カメムシ被害粒 汚損粒

虫害粒 褐斑粒 霜害粒

裂皮粒

令
和
６
年
産「
つ
や
姫
」栽
培
に
つ
い
て

令
和
６
年
産「
つ
や
姫
」栽
培
に
つ
い
て

つ
や
姫
栽
培
講
習
会
の
ご
案
内

つ
や
姫
栽
培
講
習
会
の
ご
案
内

●播種作業

●基　　肥（側条施肥）

●播種直後の除草剤散布

●排水対策の徹底
　湿害は収量に大きく影響します。排水の良好なほ場選定に併せて、排水対策を徹底し、
湿害に負けない麦栽培をしましょう。すでに播種が終わったほ場についても、降雨後の
滞水状況等を確認し、できるだけ排水が効くように注意しましょう。
●適期による作業実施
　生育状況を確認し、追肥・防除を適期に行いましょう。

※播種深度が浅いと湿害を受けたり除草剤による薬害を受けます。また、播種深度が深
い（5cm）と発芽まで日数を要し２段根となり初期生育が悪く、分げつも少なくなり
ます。播種作業時は、ほ場状態や深度を確認してください。

品　名

リベレーター
フロアブル

使用時期

は種後～麦3葉期
（雑草発生前～イネ科
雑草1葉期まで）

薬　量
（10a当り）

60㎖～80㎖

適用雑草名

一年生雑草

希釈水量
（10a当り）

100ℓ

使用回数

1回

※播種直後、全面へ均一に散布し、播種日に除草剤散布はできるだけ終わらせましょう。
※薬量について基本70ｍℓとし、土質に応じて調整してください。

種　類 播種時期 播種量 条　間 播種深度（※）
大 　 　 麦
は だ か 麦 11月20日以降 12㎏／10a 25㎝ 2～ 3㎝

品　名 使用時期 施用量
高度化成444 は種同時 40㎏／ 10a

１
．
栽
培
必
須
条
件（
登
録
生
産
者
要
件
含
む
）

①
つ
や
姫
概
ね
30
a
以
上
作
付
け
す
る
。（
飯
用
米
の
み
の
作
付
け

不
可
）

②「
つ
や
姫
」栽
培
計
画
書
を
提
出
す
る
。

③
種
子
更
新
を
行
う
。（
種
子
検
査
に
合
格
し
た
種
子
を
使
用
）

④
栽
培
履
歴
・
G
A
P
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
出
す
る
。

⑤
特
別
栽
培
米
基
準
で
の
栽
培
と
す
る
。

　
※
必
ず
共
通
の
資
材
を
使
用
す
る
。

（
節
減
対
象
農
薬（
有
効
成
分
使
用
回
数
）・
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量

（
育
苗
土
を
含
む
）を
島
根
県
の
定
め
る
節
減
対
象
農
薬
・
化
学
肥
料

の
慣
行
レ
ベ
ル
の
１
／
２
以
下
に
す
る
。）

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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あ
ぐ
り
探
検
隊

　vol.
4

　

芋
ほ
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
小
野
球
大
会

収
穫
の
秋

　
10
月
１
日
、
町
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年

生
を
対
象
と
し
た
、
第
４
回
あ
ぐ
り
探
検
隊
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
８
組
19
人
の
親
子
が
参

加
し
、
農
事
組
合
法
人
あ
か
つ
き
フ
ァ
ー
ム
今

在
家（
金
築
基
組
合
長
）の
協
力
の
も
と
、
ハ
ウ

ス
見
学
や
稲
刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
観
光
農
園
用
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
で
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
時
期
に
向
け
て
、
植
え
ら
れ
た
ば
か
り
の

た
く
さ
ん
の
品
種
の
い
ち
ご
を
見
学
し
、
ぶ
ど

う
ハ
ウ
ス
で
は
、
一
般
の
お
客
様
も
た
く
さ
ん

訪
問
さ
れ
て
い
る
中
で
、
１
人
１
房
ず
つ
お
目

当
て
の
ぶ
ど
う
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
稲
刈
り
で
は
、
前
日
の
雨
で
少
々

ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
で
し
た
が
、
隊
員
た
ち
は

上
手
に
鎌
を
使
い
な
が
ら
稲
を
刈
り
取
り
、
刈

り
取
っ
た
稲
を
運
び
出
し
道
路
際
に
積
み
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。

　
お
待
ち
か

ね
の
昼
食
で

は
、Ｊ
Ａ
し
ま

ね
斐
川
女
性

部
の
皆
さ
ん

に
作
っ
て
い

た
だ
い
た
お

に
ぎ
り
と
豚

汁
を
、
お
な

か
一
杯
い
た

だ
き
ま
し
た
。

米
米
田
ん
ぼ

　稲
刈
り
体
験

ま
い
ま
い

　
10
月
４
日
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
中
部
小
学
校
の

５
年
生
児
童
70
名
が
参
加
し
、「
米
米（
ま
い
ま
い
）田
ん

ぼ
」で
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　「
米
米
田
ん
ぼ
」は
、
斐
川
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

が
、
食
農
教
育
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
17
年
度

か
ら
農
事
組
合
法
人
上
直
江
フ
ァ
ー
ム（
江
角
典
広
組
合

長
）の
協
力
を
得
て
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
で
栽
培
さ

れ
た
お
米
を
、
学
校
給
食
米
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
食
べ
る
お
米
の
生

産
場
所
を
知
る
こ
と
や
、
実
際
に
田
植
え
・
稲
刈
り
活
動

の
体
験
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、「
食
」と

「
農
」へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
８
３
２
ア
ー
ル
の
米
米
田
ん
ぼ
の
う
ち
、

17
ア
ー
ル
の
体
験
田
で
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
を
実
施
し
、

鎌
で
稲
を
刈
る
児
童
、
束
ね
て
運
ぶ
児
童
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
児
童
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
元
気
に
稲
刈
り
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
近
年
斐
川
地
区
で
は
、
大
規
模
な
担
い
手
に
よ
る
大
型

コ
ン
バ
イ
ン
で
の
収

穫
風
景
が
中
心
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の

手
伝
い
の
機
会
も
極

め
て
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
中
部
小
学
校
は
、

地
元
企
業
の
関
係

で
、
新
た
な
転
入
世

帯
や
外
国
籍
の
児
童

の
割
合
が
高
く
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

★
芋
を
た
く
さ
ん
掘
っ
た
よ

　
10
月
２
日
、
荘
原
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性

部
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
夏

に
雨
が
少
な
く
若
干
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
大
き
な
芋

が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
芋
を

も
ら
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　
お
い
し
く
食
べ
た
か
な
？

バ
ケ
ツ
稲
収
穫

★
バ
ケ
ツ
稲
を
刈
り
取
っ
た
よ

　
今
年
バ
ケ
ツ
稲
の
栽
培
に
取
り

組
ん
だ
荘
原
保
育
園
と
東
部
保
育

園
で
は
、
各
園
で
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
稲
は
、
酷
暑
に
も
負
け

ず
黄
金
色
に
実
り
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
鎌
で
刈
り
取
る

の
は
初
め
て
の
体
験
で
、
先
生
方

の
手
伝
い
を
受
け
な
が
ら
、
自
分

が
育
て
た
黄
金
色
の
稲
を
、
最
初

は
恐
る
恐
る
で
し
た
が
ゆ
っ
く
り

と
上
手
に
刈
り
取
り
、
一
人
一
人

の
稲
を
束
ね
、
ハ
デ
掛
け
乾
燥
し

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　
Ｊ
Ａ
斐
川
地
区
本
部
で
は
、
様
々
な
団
体
へ
の
支
援
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
秋
も
、
斐
川
地
区
本
部
が
後
援
す
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
坂
田
健
康
広
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
、
斐
川
町
農
協
杯
争
奪
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
今
年
で
第
40
回
の
記
念
す
べ

き
大
会
で
、
９
チ
ー
ム
52
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
は
後
援
と
し
て
、
各
種
賞
品

を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

　
10
月
９
日
斐
川
公
園
野
球
場
で
、
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
秋
季
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
荘
原
・
西
野
・
中

部
・
出
東
の
各
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
４
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
か
ら
は
試
合
球
や
各

チ
ー
ム
へ
の
軟
式
ボ
ー
ル
を
贈
呈
す
る

と
と
も
に
、
始
球
式
を
行
い
ま
し
た
。

斐川地区本部のページ ニュース トピックスニュース トピックス 斐川地区本部のページ
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４
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Ｊ Ａ ま つ り 開 催
４年振りの賑わい４年振りの賑わい

　１０月２８日・２９日の両日、「斐川地区本部 JＡまつり」を開催しました。
　来場者の皆さまを感謝の気持ちでおもてなししようと、「斐川から始めよう！！国
消国産」をテーマに、地元産の米やはとむぎ、特産品の販売やＰＲを行いました。
また炊き込みご飯やねぎ焼き、ファーマーズマーケットやレストランなどたくさん
の出店があり、大賑わいとなりました。
　特設ステージでは、地元で活躍するバンドやダンス、吹奏楽や太鼓・神楽など
日ごろの活動を披露していただいたり、漫才や大道芸などがステージを盛り上げ
ました。また来場者参加の「○×クイズ」や「じゃんけん大会」では、優勝者へ
の賞品としての島根和牛肉をめぐって、大いに盛り上がりました。
　フィナーレは恒例の餅まきで、今年はドーンと約３００ｋｇの餅をまき、盛大にま
つりを締めくくりました。
　これからも、組合員・地域住民の皆さまとの交流を深め、喜んでいただけるイ
ベントを企画していきますので、今後ともよろしくお願いいたします。

出雲商業高校吹奏楽部
マーチング

出雲商業高校吹奏楽部
マーチング

出農太鼓部和太鼓演奏
出農太鼓部和太鼓演奏

子どもたちが大喜びクラウンカッシー君
子どもたちが大喜びクラウンカッシー君

３００kg！！の餅まき
３００kg！！の餅まき子どもたちに大人気の

ふわふわドーム子どもたちに大人気の
ふわふわドーム

じゃんけん大会決勝戦
じゃんけん大会決勝戦

VIVI ダンス　VIVI ダンス　

Ｓｔｕｄｉｏ　ＭａｒｒｏｎＳｔｕｄｉｏ　Ｍａｒｒｏｎ

Belly Dance Cherish
Belly Dance Cherish

御井神社剣舞保存会
御井神社剣舞保存会

久木コミセンボクシング教室ボクシングショー
久木コミセンボクシング教室ボクシングショー

夫婦漫才
よしこじゅんじさん　

夫婦漫才
よしこじゅんじさん　

KENNS( ケンズ )
KENNS( ケンズ )

白南風 with マイキー
白南風 with マイキー

斐川東中学校吹奏楽部
＆保護者バンド

斐川東中学校吹奏楽部
＆保護者バンド

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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部　　　門 氏　名

た ま ね ぎ 北脇万里子

キ ャ ベ ツ 植田　裕一

ト マ ト、 キ ュ ウ リ 玉木　真二

青 ね ぎ・白 ね ぎ 北脇　捷利

切 り 花 佐藤　啓悦

近郊・産直野菜、
果樹、グループ品目 池田　　明

部　　　門 氏　名

た ま ね ぎ 北脇　忠史

キ ャ ベ ツ 井上　英樹

ト マ ト、 キ ュ ウ リ GARNET
GARDEN

青 ね ぎ・白 ね ぎ 井上　翔平

切 り 花 佐藤　光代

近郊・産直野菜、
果樹、グループ品目 伊藤　和枝

部　　　門 氏　名

た ま ね ぎ 、
キ ャ ベ ツ

井上　幸一

遠藤　泰夫

（農）じきょう

ト マ ト、 キ ュ ウ リ 杉谷智賀子

青 ね ぎ・白 ね ぎ 北脇　恒子

近郊・産直野菜、
果樹、グループ品目

玉木美智子

津田　利夫
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キ ャ ベ ツ 井上　英樹

ト マ ト、 キ ュ ウ リ GARNET
GARDEN

青 ね ぎ・白 ね ぎ 井上　翔平

切 り 花 佐藤　光代

近郊・産直野菜、
果樹、グループ品目 伊藤　和枝

部　　　門 氏　名

た ま ね ぎ 、
キ ャ ベ ツ

井上　幸一

遠藤　泰夫

（農）じきょう

ト マ ト、 キ ュ ウ リ 杉谷智賀子

青 ね ぎ・白 ね ぎ 北脇　恒子

近郊・産直野菜、
果樹、グループ品目

玉木美智子

津田　利夫
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